（別紙１）
令和７年度農業委員会サポートシステム利用状況に関する
アンケート調査（四半期毎）の実施について

１．目的
農業委員会サポートシステム（以下、「サポートシステム」という。）の利用促進に向けて、農業会議や全国農業会議所が適切な支援や機能改修を行うために、四半期ごとに農業委員会等のシステムの利用状況や抱えている課題について把握するものとします。

２．調査の実施について
（1）調査票はマクロで集計しますので、エクセルファイルの形式、拡張子は変更しないでください。

（2）設問内容
1)　サポートシステムの利用状況について
2)　既存台帳システムベンダとの保守契約状況等について
3)　サポートシステムで管理されている農地情報における最新の情報の割合について
4)　更新が遅れている場合の理由
5)　住基・固定台帳との照合
6)　サポートシステムを利用・更新していく上での課題および要望について

（3）調査への回答（農業委員会等）
農業委員会等は、四半期末ごとのサポートシステムの利用状況等について調査票の設問に沿って回答してください。
また、調査票は「回答シート」「根拠数値入力シート」「転記シート」の３枚のシートに分かれていますが、「回答シート」「根拠数値入力シート」の２枚に回答を入力してください。なお、回答内容は「転記シート」に自動転記されます。
回答を入力した調査票は速やかに農業会議に提出してください。

◆設問３（１）の回答について◆
令和６年度から「農業委員会交付金の予算配分」において「最新の情報を反映した農地情報の整備状況」が反映されることとなり、農林水産省がその状況を把握する方法として、本アンケートの設問３（１）の回答を活用します。（※令和７年度第２四半期の結果を活用。）
そこで、設問３（１）の回答にあたっては、別紙２「農地情報の更新状況の回答にあたっての留意点」を事前にご確認ください。

（4）回答の集計（農業会議）
農業会議は、農業委員会等から回収したアンケート結果を集計し、全国農業会議所に報告してください。
集計は、新たに配布した「集計表マクロ」をご利用ください。
　なお、業者集計の数字と農業委員会が入力した根拠数値入力シートの数字に大きな差異がないか等、回答内容のチェックもお願いいたします。

（5）農業委員会に対する支援内容を記載（農業会議）
　　　「集計表マクロ」で集計後、右欄「農業委員会に対する支援内容」のセルに、農業会議が農業委員会に対して該当四半期中に実施した支援や把握している情報があれば回答してください。

◆集計表マクロの使い方◆
①　利用のPCのローカルにアンケート回収用のフォルダを作成する。
②　①で作成したフォルダに集計表マクロと回収したアンケートを保存する。
③　集計表マクロを開き、「表示」タブの「マクロ」を選択。「マクロを表示」を押し、「実行」を押すと、フォルダ内のアンケートの「転記シート」の内容が自動で集計されます。
※マクロの利用が有効となっていない場合は、「コンテンツの有効化」をクリックしてからご利用ください。
※マクロの操作方法が分からない又は操作完了できない場合は、回収したアンケートファイルの転記シートを「集計表マクロ」ファイルにコピーペーストして集計してください。

３．全国農業会議所への報告期日
第３四半期：令和８年２月１３日（金）
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